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い
に
し
へ
当
寺
の
本
尊
観
音
地
蔵
同
座
の
事
、
熊
野
の
謡
曲
に
見
え
た
り
。
又
同
謡
に
北
斗
の
星
の
曇
な
き
と
有
は
、
是
よ
り
東
の
方
二
三

町
計
に
、
高
燈
籠
を
柱
に
掛
て
北
辰
を
祭
り
、
城
南
淀
河
廻
船
の
目
当
に
毎
夜
常
燈
を
か
が
や
か
せ
し
が
、
応
仁
の
兵
火
に
亡
び
、
其
燈
籠

の
埋
れ
た
り
し
を
、
一
年
金
森
宗
和
侯
上
京
の
時
、
寺
僧
に
乞
て
東
武
へ
携
か
へ
り
奇
物
と
し
弄
び
給
ふ
が
、
今
も
芝
の
邸
中
に
遺
れ
り
と

ぞ


